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此
の
門
は
、
奮
藩
中
御
門
前
町
よ
り
甚
右
衛
門
坂
口
へ
往
来
す
る
内

惣
檎
掘
の
橋
爪
に
あ
り

τ.
城
外
の
惣
門
た
り
し
か
ど
、
康
器
の
際
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取
除
か
れ
た
り
。
加
府
故
跡
資
銀
に
、
不
関
門
の
門
前
は
、
い
に
し

へ
城
中
本
丸
に
本
源
寺
あ
り
し
頃
は
‘
松
原
に
て
町
端
た
り
し
ゅ
ゑ

に
松
原
町
と
呼
べ
り
。
依
つ

τ此
の
門
の
本
名
を
ば
松
原
口
門
と
い

へ
り
と
。
昌
披
問
答
に
も
、
不
開
門
は
松
原
口
門
と
云
ふ
。
今
紳
龍

寺
の
隣
屋
敷
は
共
の
さ
き
竹
岡
市
三
郎
の
屋
敷
也
。
微
妙
公
の
御
娘

・
春
姫
を
ぽ
竹
岡
市
三
郎
に
被
v
篇
=
賀
置
-
K
付
き
、
笠
夜
門
戸
を
塞
ぎ
‘

往
来
を
止
め
ら
る
。
依
っ
て
あ
か
宇
の
門
と
呼
ぺ
り
。
正
保
三
年
春

姫
金
滞
よ
り
小
松
へ
移
り
給
ひ
、
周
年
本
多
安
房
守
政
長
へ
嫁
し
給

ふ
に
よ
り
.
回
定
よ
り
後
は
此
の
門
聾
は
開
き
、
夜
中
は
塞
ぎ

τ、
往

来
を
禁
宇
と
い
へ
り
。
三
笠
紀
に
云
ふ
。
黄
門
利
常
卿
御
妾
の
方
に

金
滞
古
蹟
志
巻
L
屯

四

出
生
し
給
へ
る
姫
君
を
ぽ
、
竹
岡
市
三
郎
へ
預
け
ら
れ
て
養
育
し
奉

る
。
市
三
郎
が
屋
敷
近
の
門
た
り
し
ゅ
ゑ
に
.
聾
夜
門
戸
を
閉
ぢ
て

往
来
を
禁
ぜ
ら
る
。
故
に
世
俗
此
の
門
を
ば
不
関
門
と
稀
す
。
後
姫

君
小
松
の
御
按
へ
移
ら
せ
ら
れ
、
往
来
元
の
如
く
た
り
た
れ
ど
も
.

猶
不
関
門
と
呼
べ
り
と
あ
り
。
三
州
志
来
因
概
覧
附
鍬
に
載
せ
た
る

趣
も
同
じ
僻
設
な
れ
ど
、
頭
註
に
.
一
設
に
云
ふ
。
今
の
丹
後
屋
敷

に
竹
悶
市
三
郎
居
住
す
る
底
.
市
三
郎
小
松
へ
引
越
し
け
る
後
、
居

屋
敷
を
義
上
げ
、
揚
屋
敷
へ
稼
郷
移
ら
せ
ら
れ
た
り
。
依
っ
て
此
の

門
女
房
の
従
来
あ
る
ゆ
ゑ
位
、
常
に
往
来
を
禁
じ
て
門
戸
を
閲
か

占
1
0

依
っ
て
不
関
門
と
呼
べ
り
。
然
る
に
正
保
=
一
年
十
一
月
春
娘
本

多
長
松
へ
下
嫁
す
る
に
よ
り
、
此
の
門
を
開
く
と
い
へ
り
。
今
按
宇

る
花
、
前
回
家
時
譜
に
、
春
姉
寛
永
九
年
生
。
生
母
於
古
和
方
。
鈴

木
槌
健
女
也
。
後
下
a
嫁
子
本
保
加
右
衛
門
一
春
姫
於
昌
竹
田
市
三
郎
忠

種
之
宅
-
成
長
.
正
保
三
年
十
一
月
二
日
被
v
嫁
=
子
本
多
安
房
守
政
長
↓

鹿
安
三
年
六
月
四
日
卒
e

享
年
十
九
，
法
統
自
滑
院
蕪
蜜
賢
涼
大
姉
.

静
子
大
乗
寺
吋
と
あ
り
。
竹
田
の
奮
邸
を
丹
後
屋
敷
と
い
へ
る
一
説

は
渇
聞
た
る
べ
し
。
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